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情報教育の担う責務の重要性
• 情報を取り扱う能⼒は全ての⼈に必須

• 優れた「選択」は情報の活⽤から⽣まれる (シーナ・アイエンガー）
• 情報を取り扱う古来の基本技術＝「読み書きそろばん」

• ⽇本の明治以降の躍進の原動⼒
• 21世紀における「読み書きそろばん」の⾰命

• WWW、インターネット検索、スマートフォン（「読み」の変⾰）
• Facebook, Twitter, YouTtube （「書き」→ 情報発信の変⾰）
• ビッグデータ、機械学習 （「そろばん」の変⾰）
• これからも変⾰は加速する

• 「使う」ことだけならできても、優れた選択に利⽤するには情報学の⼒が必須
• 情報（データ）を整理する、集約する、活⽤する
• 「過剰な選択肢」から優れた選択を選ぶ

• 産業構造の変⾰： 情報の活⽤・提供が巨⼤な価値を⽣む（GAFAなど）
• 将来「良い職」に就くための「情報学の⼒」の必要性

• CS for All:  In the coming years, we should build on that progress, by … offering every student the 
hands-on computer science and math classes that make them job-ready on day one.

President Obama in his 2016 State of the Union Address
• 情報後進国になってはいけない！ ⾏政、産業、科学技術、その他すべてで



情報学教育と⼤学⼊試の経緯
• 【情報科⽬教育についての経緯】

• 1997年 ⼤学⼊試センターで情報関係基礎の出題が始まる。
• 2003年 ⾼等学校に情報科が設置される。「情報A」、「情報B」、「情報C」の選

択必履修。

• 2006年 ⼤学の個別学⼒試験において情報⼊試が始まる。

• 2012年 情報⼊試研究会（任意団体）が発⾜する。（情報⼊試研究会は2013年から2016年ま
で情報処理学会とともに⼤学情報⼊試全国模擬試験を4回実施する。）

• 2013年 現⾏の⾼等学校学習指導要領が実施される。情報科は「情報の科学」、「社会と情
報」の選択必履修。数学、物理から情報の内容が消える。

• 2013年 世界最先端IT 国家創造宣⾔が閣議決定され、⼩学校でプログラミング教育の必要性
が⽰される。（これにより2020年から⼩学校でプログラミングが導⼊される。）

• 2015年 情報学教育関連学会等協議会の5団体が⽂部科学省に「初等中等教育における⼀貫し
た情報教育（情報学教育）の充実について（提案）」の⽂書を提出する。

• 2016年 ⽇本学術会議が「情報学の参照基準」を公表する
• 情報は科学技術だけではなく、全国⺠に必要な学術である

• 2016年 慶應義塾⼤学（SFC）が情報⼊試を始める。

• 2018年 2022年から実施の新学習指導要領が告⽰される。情報科は「情報I」が必履
修、「情報II」が選択。

• 2018年 内閣官房⽇本経済再⽣本部第未来投資会議において、
⼤学⼊学共通テストにおいて情報を出題する⽅針が⽰される。

• 政財界、産業界からの強い要請
• 2020年 ⼩学校でプログラミングが導⼊される。

• 2020年 ⽇本学術会議が「情報教育課程の設計指針―初等教育
から⾼等教育まで」を公表する。

• 2020年 ⼤学⼊試センターが2025 年⼤学⼊学共通テストでの情報の出題を検討し
ていることを⽰し、「情報」試作問題（検討⽤イメージ）を⽰す。

• 2021年 ⼤学⼊学共通テストが始まる。

• 2021年 ⼤学⼊試センターが2025 年⼤学⼊学共通テス
トでの情報の出題を公表する。

• 2021年 ⽂部科学省が2025 年⼤学⼊学共通テストの実施⼤綱を公表する予定（6
⽉頃）。

• 2022年 ⾼等学校の新学習指導要領が実施される。

• 2025年 2022年から実施の新学習指導要領に
基づく⽣徒に向けた⼤学⼊試が実施される。

⼊試と教育は『ニワトリと卵』の関係にある



情報教育の
設計指針



情報教育の指針における⼊試の役割

情報教育の充実

⼊試による教育⽬標の明確化

情報先進国を⽀える⼈材の育成
全ての⼈に「良い職」と「明るい未来」

情報教育の⼈材育成
情報教育の整備

⾼度情報化社会からの
さらなる要請



「最先端の情報科学技術の担い⼿」
もそこから⽣まれる

Google  などで働く⾼度⼈材の多くが、早期に情報学の
考え⽅や⼿法を学び、それを社会で活⽤する

⼤学⼊試での情報科⽬実施は、
⼤きな動機になる国際数学オリンピック： 経験者の多くが

情報系に進む傾向にある


